

















































































































































B ブルグミュラー 25の練習曲程度 57





















































































































































































































































































































































　質問 ⑤ ～ ⑦ の歌唱と合奏に関することについ
ては割愛する。


































































　まず質問 ① ～ ④ の、ピアノの演奏力に関し
ては、各園ごとのバラツキが大変大きいものの、
大筋で求められている要素とそのレベルを把握す
ることができた。選択項目における単純な数によ
る限り、「平易な弾きうたいができて、バイエル
100番程度～ソナチネ程度のテクニックがあり、
演奏が円滑であること。できれば、新たな曲の習
得に時間がかからず、曲のもつ性格を表現できれ
ばなお良い」というものである。ここから、高度
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後に初めて応用すなわち弾きうたいに移るという
形が、これまでのやり方であった。もちろん、こ
れはこれで決して間違った方法ではない。確かな
技術こそ、どのような状況においても揺るぎのな
い威力を持つものだからである。しかし、ここに
は２つの問題がある。
　その第一は、ピアノ初心者が楽譜の読み方を覚
え、基礎的な音楽理論と基礎的な技術を身につ
けるまでの期間が１年間しかないことである。平
均的な子供がピアノ教室で数年がかりで学ぶこと
が、わずか１年間に詰め込まれているところに、
大きな無理があった。そしてもう一つの問題は、
現在使用しているメソードが、あくまでもクラシッ
ク芸術作品の演奏を第一目的としていることであ
る。１音たりとも間違えずに弾かなければならな
い練習曲と、ある一つのメロディーに幾通りもの
伴奏付けが考えられる幼児音楽とでは、音をドレ
ミで読み、演奏にあたって指を動かすこと以外に
は、関連性が希薄である。メソードと目的との乖
離、これは学習者の目的意識を減殺しかねない。
　今回導入の、ピアノの基礎とその応用である弾
きうたいとを同時進行させるシステムは、使用教
材そのものには変更がないという点において過渡
的なものであると言わざるを得ない上、幼児音楽
教育のもう一つの重要な側面すなわち子供たちに
音楽の楽しさを伝えることや、学生のセンスや音
感を養うといった課題に対して、未だ手つかずの
状態であることは強く認識している。しかし、少
なくとも従来と比べて、実用および実情に即した
履修内容に一歩近づいたと信じている。
　今後は、ピアノの演奏技術的な部分に加え、学
術的ではない「生きた理論※」を、「器楽 I・II」
の授業の中で習得できるようなカリキュラムを構
築してゆくべきだと考えている。
※生きた理論：それを理解することで、演奏に直
接役立つような理論。例えばメロディーに和声
を付ける方法論なども、その１つである。
ノの技術を身につけてから応用へ、という専門家
養成的な考え方を改め、できる限り実践的な課題
へとシフトさせている。音楽好きな中学生や高校
生が、ギターを手にして１週間で３つの基本コー
ドをマスターし（多くの場合、独学で！）さっそ
く弾き語りを始める姿勢こそ、参考にすべきだと
考えた。
　実際、保育現場で使用される多くの歌は、その
成り立ちがクラシック音楽よりも、ポピュラー音
楽にずっと近い。単純なコードとリズムの上にメ
ロディーが付いており、クラシック音楽には頻出
の対位法的書法も、ここでは殆ど見られない。だ
からこそ、ある１つの歌に対して何種類何十種類
もの伴奏譜が存在できる事実にもつながる。逆に、
例えばシューベルトの歌曲などにおいては、ピア
ノ・パートは１種類だけであるし、フレーズや音
型の僅かな変更も許されることではない。
　従って、今回の履修規定変更は、使用教材こそ
変更しないものの、その運用を柔軟に行うことで、
これまでの剰りにも専門音楽的な考え方を見直し
てゆく契機になると考えている。
５. 今後の展望と、残された課題
　さて、幼児音楽科目における終極の目標は、技
術面においては弾きうたいがスムーズにできるこ
とであり、精神面においては子供たちに音楽の楽
しさを伝えるとともに、子供たちの園での生活に
活力をもたらすことでもある。高度な芸術作品を
完璧に仕上げるのではなく、平易な楽曲をたくさ
んマスターし、場に応じて臨機応変に使い分けら
れる能力が求められる、いわゆる実用音楽と言っ
てよい。ところが、このような能力を身につける
ことは、決して簡単なことではない。なぜなら、
ある一つの曲を演奏するにあたり、もしそれが技
術的に精一杯であったなら、子供のほうを向いた
演奏など期待できぬからである。そこで、まずピ
アノの演奏技術を徹底的に学び、それを習得した
